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今
年
度
の
第
一
〇

五
回
歯
科
医
師
国

家
試
験
の
結
果
が

三
月
二
十
一
日
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

受
験
者
数
三
、三
二

六
名
、
合
格
者
数
二
、

三
六
四
名
で
合
格

率
は
七
一
・
一
％
で
し
た
。
こ

こ
五
年
間
の
合
格
率
は
七
〇
％

前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。　

　

毎
年
約
一
、〇
〇
〇
人
の
受

験
生
が
不
合
格
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
立
大
学
で
は
卒
留
者
を

抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ

う
で
、
実
態
は
も
っ
と
深
刻
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
歯
科
医
師
数

は
約
一
〇
万
人
、
歯
科
医
院
数

は
約
六
八
、〇
〇
〇
件
で
す
。

歯
科
医
師
過
剰
時
代
の
到
来
と

い
わ
れ
て
久
し
く
、
あ
る
統
計

に
よ
る
と
二
〇
二
五
年
に
は
歯

科
医
師
の
余
剰
人
数
は
一
八
、

〇
〇
〇
人
に
上
る
と
い
う
試
算

が
で
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
不
合
格
者
が
で

て
い
る
原
因
は
単
に
試
験
の
難

易
度
が
上
が
っ
た
と
い
う
よ
り

も
、
過
剰
な
歯
科
医
師
数
を
削

減
す
る
た
め
の
人
数
調
整
で
あ

る
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
歯
科
界
の
ひ

ず
み
で
あ
る
と
真
摯
に
受
け
止

め
、
歯
科
界
の
未
来
の
た
め
に

も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。（
E
）
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第
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回
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通
常
）
H24.3.28

　

平
成
二
四
年
三
月
二
八
日（
水
）

午
後
七
時
三
〇
分
よ
り
北
区
民

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
大
阪
北

区
歯
科
医
師
会
平
成
二
十
三
年

度
第
三
回
総
会
（
通
常
）
が
開

催
さ
れ
た
。

　

矢
追
秀
純
議
長
、
渡
辺
道
雄

副
議
長
が
着
席
し
、
定
刻
に
矢

追
議
長
よ
り
開
会
宣
言
が
行
わ

れ
た
。

　

佐
々
木
裕
常
務
理
事
よ
り
点

呼
の
結
果
発
表
が
あ
り
、
現
会

員
数
一
八
七
名
、
定
足
数
九
四

名
、
出
席
者
三
〇
名
、
書
面
表

決
五
五
名
、
委
任
状
提
出
二
六

名
、
合
計
百
十
一
名
で
会
の
成

立
が
報
告
さ
れ
た
。
大
浦
寿
哉

副
会
長
よ
り
開
会
の
こ
と
ば
の

後
、
議
長
よ
り
議
事
録
署
名
人

に
、
五
班
中
谷
勝
先
生
、
十
一

班
清
光
義
隆
先
生
が
指
名
さ
れ

た
。
高
麗
誠
紀
会
長
が
挨
拶
に

立
ち
、
「
当
会
は
一
般
社
団
法

人
移
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
再
補
正

予
算
や
平
成
二
四
年
度
の
事
業

計
画
、
収
支
予
算
に
関
し
て
、

書
式
や
区
分
は
中
務
公
認
会
計

士
の
指
導
の
下
、
従
来
の
も
の

か
ら
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
基
本
的
に
は
先
生
方
か

ら
お
預
か
り
し
て
い
る
財
産
を

守
る
た
め
、
事
業
縮
小
す
る
事

無
く
、
内
部
留
保
さ
れ
て
い
る

遊
休
財
産
の
減
額
に
努
め
、
公

益
目
的
支
出
計
画
期
間
の
縮
小

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

次
年
度
は
年
会
費
徴
収
の
凍
結

続
行
に
加
え
、
互
礼
会
の
無
料

化
な
ど
、
予
算
案
に
組
み
入
れ

て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
承
認
戴
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

報
告
事
項
の
最
初
に
物
故
会

員
お
よ
び
物
故
家
族
に
対
し
弔

慰
黙
祷
が
行
わ
れ
、
平
成
二
十

三
年
度
会
務
中
間
報
告
が
大
塚

俊
裕
専
務
理
事
よ
り
、
平
成
二

十
三
年
度
福
祉
共
済
制
度
会
務

中
間
報
告
が
森
川
裕
理
事
よ
り

な
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
度
会

計
中
間
報
告
が
樋
口
春
彦
理
事
、

平
成
二
十
三
年
度
福
祉
共
済
制

度
会
計
中
間
報
告
が
森
川
理
事

よ
り
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
委
員
会
報
告
と
し
て
、

法
人
設
立
三
〇
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
報
告
、
財
政
検
討

委
員
会
報
告
が
黒
川
森
夫
委
員

長
（
兼
任
）
よ
り
行
わ
れ
た
。

次
に
、
代
議
員
会
報
告
が
石
崎

好
洋
代
議
員
よ
り
な
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
の
最
後
に
新
入
会

員
の
奥
野
幾
久
先
生
、
藤
本
圭

介
先
生
の
紹
介
が
さ
れ
た
。

　

議
事
に
移
り
、

○
第
一
号
議
案　

社
団
法
人
大

阪
北
区
歯
科
医
師
会
法
人
設

立
三
〇
周
年
記
念
事
業
積
立

金
特
別
会
計
の
赤
字
を
一
般

会
計
か
ら
補
填
す
る
こ
と
に

承
認
を
求
め
る
件

○
第
二
号
議
案　

平
成
二
十
三

年
度
一
般
会
計
収
支
再
補
正

予
算（
案
）

○
第
三
号
議
案　

平
成
二
十
三

年
度
入
会
金
特
別
会
計
収
支

補
正
予
算（
案
）

○
第
四
号
議
案　

平
成
二
十
三

年
度
事
務
所
運
営
協
力
金
特

別
会
計
収
支
補
正
予
算（
案
）

○
第
五
号
議
案　

社
団
法
人
大

阪
北
区
歯
科
医
師
会
法
人
設

立
三
〇
周
年
記
念
事
業
積
立

金
特
別
会
計
収
支
補
正
予

算（
案
）

○
第
六
号
議
案　

平
成
二
十
三

年
度
福
祉
共
済
制
度
特
別
会

計
収
支
補
正
予
算（
案
）

○
第
七
号
議
案　

平
成
二
四
年

度
事
業
計
画（
案
）

○
第
八
号
議
案　

平
成
二
四
年

度
会
計
収
支
予
算（
案
）

　

以
上
が
大
塚
専
務
理
事
、
三

輪
佳
子
常
務
理
事
、
森
川
理
事

よ
り
な
さ
れ
、
異
議
は
な
く
満

場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

協
議
に
移
り
、
未
入
会
対
策

と
、
班
新
編
成
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
た
。

　

野
口
秀
夫
副
会
長
に
よ
り
閉

会
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
最
後
に

矢
追
議
長
に
よ
る
閉
会
宣
言
で

日
程
が
終
了
し
た
。

　

支
部
総
会
終
了
後
、
大
阪
府

歯
科
医
師
会
国
保
組
合
北
区
北

支
部
総
会
が
開
か
れ
、
保
険
料

の
改
定
に
つ
い
て
清
光
義
隆
支

部
長
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
た
。

□HP
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平
成
二
四
年
二
月
一
日
（
水
）、

午
後
六
時
よ
り
大
阪
東
急
イ
ン

に
お
い
て
税
務
申
告
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
西
理
事
の
司
会
の
も
と
、

高
麗
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

北
税
務
署
の
北
尾
治
稔
副
署
長

の
ご
挨
拶
の
後
、
個
人
課
税
米

田
貴
志
第
一
統
括
官
と
資
産
課

税
鬼
塚
秀
幸
統
括
官
に
よ
り
、

（
一
）平
成
二
十
三
年
度
税
務

改
正
の
あ
ら
ま
し
、（
二
）ｅ
―

Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て
、（
三
）寄
付

金
控
除
、（
四
）誤
り
や
す
い
事

例
、（
五
）株
式
等
や
土
地
・
建

物
を
譲
渡
し
た
場
合
、（
六
）上

場
株
式
等
を
保
有
・
売
却
し
た

場
合
の
金
融
・
証
券
税
制
に
つ

い
て
な
ど
、
詳
し
く
説
明
し
て

頂
き
、
会
員
の
先
生
方
の
ｅ
―

Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
を
お
願
い
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
二
十
三
名
で
し
た
。

（
常
務
理
事
・
中
川
晴
彦
記
）

税
務
申
告
説
明
会
開
催

□HP

　

年
に
一
度
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
、
大
阪
北
区
歯
科
医

師
会
学
術
講
演
会
が
平
成
二
四

年
一
月
一
四
日
（
土
曜
日
）
に

ブ
リ
ー
ゼ
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
月
星
光
博
先
生
を

招
聘
し
、
「
外
傷
歯
の
診
断
と

治
療
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
約
四

時
間
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

診
療
で
外
傷
歯
の
処
置
に
遭

遇
し
た
時
の
診
断
と
治
療
方
針

を
立
て
る
際
に
、
と
も
す
る
と

オ
ー
バ
ー
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
に

な
り
が
ち
な
外
傷
歯
治
療
を
保

存
的
す
な
わ
ち
ミ
ニ
マ
ル
・
イ

ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
概
念
を

重
要
視
し
、
具
体
的
に
ど
の
様

に
行
っ
て
い
く
か
を
順
序
立
て

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
外
傷
歯
の
分
類
と
し

て
は
「
破
折
性
の
外
傷
」
と
「
脱

臼
性
の
外
傷
」
の
二
つ
に
大
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

「
破
折
性
の
外
傷
」
は
歯
の

硬
組
織
の
損
傷
を
意
味
し
（
エ

ナ
メ
ル
質
の
亀
裂
）
（
歯
冠
破

折
）
（
歯
冠
―
歯
根
破
折
）
（
歯

根
破
折
）
に
細
分
さ
れ
る
。
「
脱

臼
性
の
外
傷
」
は
歯
根
膜
の
損

傷
を
意
味
し
（
亜
脱
臼
）
（
挺

出
性
脱
臼
）
（
側
方
性
脱
臼
）

（
脱
離
）
（
埋
入
）
に
細
分
類

さ
れ
る
。
外
傷
歯
の
審
査
項
目

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
規
格
性

の
あ
る
口
腔
内
写
真
、
エ
ッ
ク

ス
線
写
真
、
Ｅ
Ｐ
Ｔ
、
Ｃ
Ｔ
像

な
ど
い
く
つ
も
の
情
報
を
総
合

判
断
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
歯
科
用
コ
ー
ン
ビ

ー
ム
Ｃ
Ｔ
を
使
用
す
る
事
に
よ

り
三
次
元
的
に
見
て
診
断
で
き

る
の
で
外
傷
歯
の
診
断
に
は
大

き
な
力
と
な
る
。

 

歯
冠
破
折
の
治
療
の
流
れ
に

つ
い
て
も
詳
し
く
解
説
が
な
さ

れ
、
破
折
片
の
あ
る
ケ
ー
ス
で

は
ス
テ
ン
ト
を
作
製
し
、
断
髄

と
覆
髄
処
置
を
行
い
、
接
着
性

レ
ジ
ン
に
よ
る
破
折
片
の
接
着

を
行
い
そ
の
日
の
う
ち
に
治
療

を
完
了
さ
せ
る
症
例
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

歯
根
破
折
で
は
通
常
、
「
石

灰
化
組
織
に
よ
る
治
癒
」
「
結

合
組
織
の
介
在
に
よ
る
治
癒
」

「
結
合
組
織
と
骨
の
介
在
に
よ

る
治
癒
」
「
肉
芽
組
織
の
介
在
」

の
四
つ
の
治
癒
形
態
の
ど
れ
か

に
移
行
す
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
臨
床
的
に
は

深
部
歯
根
破
折
の
治
療
方
針
は

シ
ン
プ
ル
で
あ
り
歯
髄
死
の
有

無
に
関
係
な
く
整
復
・
固
定
と

術
後
の
観
察
で
あ
る
。
不
必
要

な
抜
髄
、
理
不
尽
な
抜
歯
を
行

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
繰
り

返
し
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

 

続
い
て
脱
臼
歯
の
診
査
診
断

の
ポ
イ
ン
ト
、
治
療
方
針
、
治

療
の
流
れ
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
脱
臼
歯
に
よ
く
起
こ
る
歯
冠

の
変
色
に
対
し
て
行
う
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ブ
リ
ー
チ
の
コ
ツ
と
術

式
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、
和
紙

で
薬
剤
を
包
む
方
法
な
ど
を
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
ジ
ェ

ン
ト
・
ア
ピ
カ
ル
・
ブ
レ
イ
ク

ダ
ウ
ン
は
亜
脱
臼
な
ど
で
い
っ

た
ん
歯
髄
死
に
陥
っ
た
歯
髄
が

再
び
生
活
力
を
回
復
す
る
一
連

の
治
癒
過
程
で
、
歯
根
未
完
成

歯
で
み
ら
れ
根
尖
部
で
の
歯
根

吸
収
と
そ
れ
に
と
も
な
う
根
尖

孔
の
拡
大
が
、
歯
髄
腔
へ
の
毛

細
血
管
の
増
殖
を
可
能
に
し
て
、

や
が
て
歯
髄
腔
が
生
き
た
組
織

で
満
た
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
治

癒
の
仕
方
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

た
。

　

最
後
に
脱
離
歯
の
再
植
時
の

治
療
方
針
、
再
植
後
の
正
し
い

治
療
方
針
が
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
を
強
調
し
て
説
明
さ
れ
た
。

多
く
の
歯
科
医
が
脱
離
・
再
植

に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
脱
離
歯
が
長
期

に
安
定
し
て
保
存
で
き
、
患
者

さ
ん
の
幸
せ
に
貢
献
で
き
る
事

を
学
べ
た
講
演
会
で
し
た
。

　

講
演
会
の
休
み
時
間
に
、
ト

ク
ヤ
マ
デ
ン
タ
ル
・
ヘ
レ
ウ
ス

ク
ル
ツ
ァ
ー
ジ
ャ
パ
ン
・
メ
デ

ィ
ア
・
モ
リ
タ
・
ヨ
シ
ダ
の
五

社
に
よ
る
新
製
品
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
ホ
ッ

ト
な
最
新
情
報
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
術
講
演
は
高
麗
会

長
の
考
え
に
よ
り
、
他
支
部
の

先
生
に
も
オ
ー
プ
ン
に
し
て
多

く
の
歯
科
医
に
勉
強
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
オ
ー
プ
ン
参

加
に
し
た
と
こ
ろ
北
区
会
員
三

四
名
、
他
支
部
会
員
三
七
名
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
盛
り
上

が
り
の
あ
る
、
良
い
学
術
講
演

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
英
保
武
志
記
）

『
外
傷
歯
の
診
断
と
治
療
』

学
術
講
演
会

□HP

H24.1.14

□HP

H24.2.21

　

平
成
二
四
年
二
月
二
十
一
日

（
火
）
午
後
七
時
よ
り
、
大
阪

東
急
イ
ン
に
て
第
二
回
医
療
保

険
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

今
回
も
大
阪
府
歯
科
医
師
会

医
療
保
険
担
当
常
務
理
事
・
天

羽
隆
先
生
に
講
習
を
お
願
い
し

ま
し
た
。 

　

高
麗
会
長
の
挨
拶
の
後
、
講

習
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
先
ず

我
々
開
業
医
が
ど
う
し
て
も
気

に
な
っ
て
し
ま
う
指
導
、
監
査

に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
日
ご
ろ
、
気
に
な
り

な
が
ら
も
な
か
な
か
訊
く
こ
と

も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
、
丁

重
に
教
え
て
い
た
だ
け
て
、
非

常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
医
療
保
険
全
般
に
つ

い
て
も
解
説
を
頂
き
、
最
後
に

木
下
副
会
長
よ
り
お
礼
の
言
葉

が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
講
習

会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
岡
田
修
二
記
） 

医
療
保
険
講
習
会



　

五
木
寛
之
の「
下
山
の
思
想
」

を
読
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
会
か
ら

原
稿
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

思
え
ば
、私
が
北
区
歯
科
医
師

会
に
入
会
し
て
わ
ず
か
一
年
経
っ

た
昭
和
四
十
五
年
春
、竹
花
一
先

生
に
誘
わ
れ
編
集
部
員
に
な
っ
た

こ
と
が
、結
局
四
〇
有
余
年
に
わ

た
っ
て
北
区
歯
科
医
師
会
に
か
か

わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

当
時
の
編
集
部
員
は
、清
光
淳

夫
、中
西
國
夫
、竹
花
一
、西
川
亨

の
各
先
生
と
私
の
五
名
で
、幾
度

と
な
く
会
議
を
重
ね
、悪
戦
苦
闘

の
末
、昭
和
四
六
年
一
月
一
日
付
け

で
雑
誌「
ほ
く
し
」一
号
が
誕
生
し

た
。同
年
四
月
第
二
次
大
内
執
行

部
の
初
代
編
集
理
事
と
し
て
竹

花
一
先
生
が
ご
就
任
、二
号
か
ら
五

号
ま
で
発
刊
さ
れ
、私
が
三
十
三

歳
の
昭
和
四
八
年
四
月
編
集
理

事
と
し
て
初
入
閣
、六
号
か
ら
九

号
ま
で
を
担
当
し
た
。そ
し
て
昭

和
五
〇
年
度
に
な
り
大
西
馨
先

生
が「
ほ
く
し
」
を
新
聞
と
し
て

発
行
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

私
は
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
大

阪
北
区
歯
科
医
師
会
の
歩
み
を

正
確
に
知
る
証
と
し
て
、ま
た
、そ

の
時
代
の
編
集
者
の
方
々
の
心
血

を
注
い
だ
作
品
と
し
て
今
も
九
冊

の
雑
誌
と
一
九
九
部
の
新
聞
を
大

切
に
保
管
し
て
い
る
。

　

日
本
が「
下
山
の
時
代
」に
あ

る
と
い
わ
れ
る
昨
今
、私
は
当
分

の
間
下
山
せ
ず
、山
の
中
腹
で
登

っ
て
来
る
若
き
登
山
者
に
熱
い
エ

ー
ル
を
送
る
役
割
に
徹
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
「
ほ
く
し
」二
〇
〇
号
発
刊
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
ほ
く
し
」
を
現
在
の
新
聞
の

形
で
最
初
に
発
刊
し
た
の
が
一
九

七
五
年
八
月
で
し
た
の
で
三
七
年

間
に
亘
っ
て
発
行
さ
れ
て
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。三
七
年
と
い
う

と
、歯
科
開
業
医
の
ほ
ぼ
一
世
代
に

相
当
す
る
位
の
時
間
と
考
え
る

と
そ
の
重
さ
が
実
感
さ
れ
ま
す
。

　

二
ヵ
月
に
一
度
、会
務
の
動
き
を

会
員
に
知
ら
せ
続
け
る
と
共
に
、

そ
れ
ま
で
は
先
人
の
記
憶
に
頼
っ

て
い
た
本
会
の
歴
史
が
活
字
と
写

真
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
て
き
た
貴

重
な
資
料
で
あ
り
、地
味
な
仕
事

で
す
が
会
を
支
え
る
大
き
な
柱
の

一
本
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

歴
代
の
担
当
理
事
と
編
集
部
員

の
方
々
の
努
力
に
対
し
て
深
く
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
ほ
く
し
」に
投
稿
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
も
こ
れ
が
最
後
の
機
会
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、新
聞「
ほ

く
し
」の
初
代
編
集
長
と
し
て
書

き
残
し
て
お
く
べ
き
責
任
が
あ
る

と
判
断
し
ス
ペ
ー
ス
を
頂
戴
致
し

ま
す
。

　
「
ほ
く
し
」一
〇
〇
号
で
、故
竹

花
一
氏
と
槇
野
明
弘
氏
か
ら
ご
指

摘
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、新
聞「
ほ

く
し
」の
前
に
雑
誌「
ほ
く
し
」が

発
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。一
〇
〇
号

紙
上
で
の
竹
花
氏
の
記
載
に
よ
る

と
、一
九
七
一
年
一
月
か
ら
年
二
回
発

行
さ
れ
五
号
ま
で
を
竹
花
一
氏
が
、

六
号
か
ら
九
号
ま
で
を
黒
川
森

夫
氏
が
担
当
理
事
で
編
集
長
を

務
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
私

も
黒
川
氏
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
編

集
部
員
と
し
て
ご
指
導
頂
い
た
こ

と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

雑
誌
は
上
質
の
ア
ー
ト
紙
を
用

い
、内
容
も
会
務
の
報
告
か
ら
学

術
記
事
、文
芸
に
至
る
ま
で
幅
広

く
立
派
な
も
の
で
し
た
が
、会
務

の
動
き
に
つ
い
て
、も
う
少
し
速
報

性
が
必
要
と
判
断
し
新
聞
形
式

に
切
り
換
え
ま
し
た
。こ
の
雑
誌

の
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
を
危
惧
し
書
か
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
時
代
と
と
も
に
メ
デ
ィ

ア
は
替
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
が
広

報
部
の
貴
重
な
役
割
を
認
識
さ

れ
て
継
続
し
て
い
っ
て
下
さ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
く
し
」が
二
〇
〇
号
を
迎

え
る
と
い
う
こ
と
で
、何
は
と
も

あ
れ
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
聞
形
式
に
な
っ
た
の
が
一
九

七
五
年（
昭
和
五
〇
年
）そ
れ
以

前
に
発
行
さ
れ
た
小
冊
子
時
代

の「
ほ
く
し
」に
さ
か
の
ぼ
る
と
、

遥
か
四
〇
年
を
越
え
た
こ
と
と

な
り
ま
す
。ま
さ
に
継
続
の
賜
物

な
り
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。そ
の
脈
々

と
し
た
流
れ
を
歴
代
執
行
部
が

終
始
一
貫
受
け
継
い
で
き
て
く
れ

た
わ
け
で　

そ
れ
な
り
に
十
二
分

以
上
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

広
報
誌
と
い
う
も
の
は
生
み
の

苦
し
み
の
割
に
は
、省
み
ら
れ
る

こ
と
の
少
な
い
媒
体
で
あ
る
と
云

え
ま
し
ょ
う
。歴
代
の
広
報
部
員

の
方
々
に
は
、広
報
制
作
の
苦
労

を
経
験
し
た
者
と
し
て
、こ
こ
に

改
め
て
厚
く
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を

贈
り
、お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

紙
媒
体
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
変

化
し
つ
つ
あ
る
現
代
、何
時
の
日
か

こ
の「
ほ
く
し
」も
や
が
て
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
に
な
り
、一
見
省
力
化
さ
れ
た

よ
う
に
も
思
え
る
も
、そ
の
編
集

に
携
わ
る
広
報
部
員
の
陰
の
力
が

省
力
化
さ
れ
る
こ
と
は
い
つ
ま
で

も
あ
り
ま
す
ま
い
。

　
「
ほ
く
し
」
を
紐
と
く
時
、記

事
の
背
後
に
あ
る
努
力
や
埋
没

し
た
残
照
ま
で
も
読
み
取
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、そ
れ
に
携
わ
る
編

集
子
と
し
て
は
一
番
の
幸
せ
で
は

な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　

活
字
離
れ
が
云
々
さ
れ
る
昨

今
で
す
が
、願
わ
く
ば「
ほ
く
し
」

が
広
報
と
し
て
た
と
え
形
が
変
わ

れ
ど
も
、末
永
く
継
続
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
ほ
く
し
」
第
二
〇
〇
号
発
行

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

歴
代
編
集
者
か
ら
の
手
紙
の

原
稿
依
頼
で
し
た
ね
。

　

伴
勲
先
生・
故
神
馬
知
明
先
生・

故
安
田
友
一
先
生
の
三
編
集
長
の

下
で
部
員
と
し
て「
ほ
く
し
」の

編
集
の
仕
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

前
黒
川
森
夫
会
長
の
組
閣
で
福

祉
Ⅰ
担
当
で
執
行
部
入
り
し
ま

し
た
が
、第
三
次
執
行
部
組
閣
時

に
広
報
担
当
と
な
り
「
ほ
く
し
」

編
集
発
行
に
た
ず
さ
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
年
に
法
人
設
立
二
〇
周
年

記
念
誌
発
行
編
集
実
務
に
協
力

し
な
が
ら「
ほ
く
し
」
発
行
の
編

集
も
し
ま
し
た
。

　

記
念
誌
の
編
集
で
、北
区
歯
科

医
師
会
の
歴
史
の
歩
み
を
知
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
の
先
生
方
の
御
苦
労
の

お
か
げ
で
、私
も
含
め
て
そ
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

　

伴
編
集
長
の
頃
よ
り
、井
上
元

会
長
を
は
じ
め
会
員
の
投
稿
記

事
や
広
報
部
独
自
企
画
で
、「
味

道
筋
」「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」な

ど
記
事
作
り
を
し
ま
し
た
。会
員

読
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内

容
を
と
掲
載
し
ま
し
た
。編
集
責

任
者
と
し
て
会
務
報
告
記
事
で
、

各
部
会
主
催
の
記
事
に
つ
い
て
は
、

記
事
内
容
の
正
確
さ
と
責
任
に

お
い
て
、各
部
会
の
記
事
ス
ペ
ー
ス

を
開
け
ま
し
た
。記
事
は
記
名
記

事
と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。高
麗

会
長
執
行
部
で
新
法
人
移
行
中

の
現
在「
ほ
く
し
」は
、会
員
対
象

だ
け
で
な
く
、区
民
へ
の
内
容
も

考
慮
す
る
場
面
が
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。色
々
な
ア
ン
テ
ナ
で

す
ば
や
く
情
報
キ
ャ
ッ
チ
し
て
紙

面
へ
の
反
映
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。デ
ジ
タ
ル
化
も
必
要
で
す
が
、

ア
ナ
ロ
グ
な
紙
面
も
よ
い
も
の
で

す
よ
。
次
の
三
〇
〇
号
発
行
へ
の

飛
翔
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
く
し
」二
〇
〇
号
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

小
生
は
、前
任
の
守
下
雅
美
先

生
ご
勇
退
の
後
、僅
か
の
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
編
集
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

守
下
先
生
が
並
々
な
ら
ぬ
ご
熱

意
と
ご
努
力
で
、「
ほ
く
し
」の
編

集
体
制
を
完
璧
に
確
立
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。小
生
は
そ
れ
を

踏
襲
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、最
終
的
に
は
他
の
理

事
の
先
生
方
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
形
で
任
を
降
り
ま
し
た
。

そ
の
節
は
本
当
に
申
し
わ
け
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
変
化
変
容
ぶ
り
は
予
想
も
で

き
ま
せ
ん
が
、情
報
発
信
と
し
て

の「
ほ
く
し
」の
重
要
性
は
変
わ

ら
な
い
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
号
、本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ほ　く　し（３） 第２００号

「
ほ
く
し
」に
想
う

　

１１
班　

黒
川
森
夫

「
ほ
く
し
」
四
〇
年

　

７
班　

槇
野
明
弘

「
ほ
く
し
」
と
歩
む

　

１
班　

守
下
雅
美

祝
・
二
〇
〇
号

　

５
班　

奥
村　

豪

「
ほ
く
し
」
二
〇
〇
号
発

刊
に
よ
せ
て

　

１４
班　

大
西　

馨

歴
代
編
集
長
か
ら
の
手
紙

「
ほ
く
し
」
第
二
〇
〇
号
発
行
に
際
し



ほ　く　し （４）第２００号

　

ほ
く
し
は
今
回
号
で
昭
和
四

六
年
一
月
の
発
刊（
冊
子
）か
ら

四
一
年
の
歳
月
を
経
て
二
〇
〇

号（
新
聞
形
式
に
な
っ
て
か
ら
）

を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
現
広
報
部
は
先
輩
諸

先
生
方
が
作
り
上
げ
て
き
た
ほ

く
し
を
絶
や
さ
ぬ
様
今
後
も
大

阪
北
区
歯
科
医
師
会
の
歴
史
を

正
確
に
記
録
し
、
会
員
の
先
生

方
に
役
立
つ
会
報
作
り
を
身
を

引
き
締
め
て
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
御
指
導
、
御
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

訃　

報

平
成
二
四
年
三
月
二
四
日
死
去

　

御
略
歴
・
井
上
敏
治
先
生

昭
和
五
年
二
月
二
十
二
日
生

昭
和
二
六
年

大
阪
歯
科
医
学
専
門
学
校
卒

昭
和
二
八
年
一
月

北
区
中
崎
一
ー
四
ー
二
〇
に
て
開
院

昭
和
六
〇
年
九
月
〜
平
成
九
年
三
月

大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
会
長

昭
和
六
二
年
四
月
〜
平
成
元
年
三
月

大
阪
府
歯
科
医
師
国
保
組
合
常
務
理
事

平
成
元
年
四
月
〜
平
成
三
年
三
月

大
阪
府
歯
科
医
師
会
副
会
長

（
賞
歴
）

昭
和
六
二
年
十
二
月

大
阪
府
知
事
表
彰
受
賞

平
成
元
年
九
月

厚
生
大
臣
表
彰
受
賞

平
成
五
年
四
月

厚
生
大
臣
表
彰
受
賞

平
成
一
〇
年
十
一
月

大
阪
市
民
表
彰
受
賞

平
成
一
四
年
四
月

勲
五
等
雙
光
旭
日
章
受
章

平
成
二
四
年
一
月
二
七
日
死
去

　

御
略
歴
・
井
上
慶
子
先
生

昭
和
五
年
二
月
一
七
日
生

昭
和
二
五
年

日
本
女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校
卒

昭
和
四
〇
年
〜

井
上
歯
科
医
院
勤
務

　

彼
岸
過
ぎ
て
な
お
肌
寒
い
三

月
二
十
七
日
、井
上
敏
治
先
生
の

葬
儀
が
近
親
者
に
限
り
行
わ
れ

る
と
聞
き
、密
か
に
お
参
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
年
程
の
闘
病
生
活
で
少
し
や

つ
れ
ら
れ
た
お
顔
を
拝
見
し
た

と
き
、先
生
と
過
ご
し
た
四
十
有

余
年
の
途
方
も
無
く
遠
い
年
月

の
追
憶
の
数
々
が
浮
か
ん
で
来
て

思
わ
ず
ご
霊
前
に
合
掌
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
一
月
二
十
七
日
に
先
生

の
最
愛
の
伴
侶
慶
子
先
生
を
亡

く
さ
れ
て
間
も
な
い
三
月
二
十
四

日
、
ご
子
息
の
雅
裕
先
生
は
じ

め
ご
家
族
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
静
か
に
旅
立
た
れ
た
の
で

し
た
。

　

思
え
ば
先
生
は
、戎
忠
彦
会

長
が
急
逝
さ
れ
た
あ
と
昭
和
六

十
年
九
月
か
ら
六
期
に
わ
た
り

会
長
を
お
努
め
戴
き
、そ
の
間
の

輝
か
し
い
業
績
は
枚
挙
に
い
と
ま

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
内
に
い
か
な
る
争
い
が
あ
っ

て
も
冷
静
沈
着
、良
識
に
基
づ
い

て
中
庸
を
貫
き
、常
に
会
内
融

和
の
精
神
に
徹
し
て
会
務
に
当

ら
れ
、そ
れ
が
因
と
な
っ
て
他
支

部
か
ら
一
目
置
か
れ
る
大
阪
の
表

玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
威
厳
と
風

格
を
備
え
た
支
部
へ
の
発
展
に
つ

な
が
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、当
会
の
法
人
化
に
際

し
て
も
戎
会
長
の
強
力
な
補
佐

役
と
し
て
ご
尽
力
戴
き
、会
長
任

期
中
に
は
現
在
の
事
務
所
購
入

に
英
断
を
下
さ
れ
、先
生
は
正
に

有
形
無
形
の
大
き
な
足
跡
を
当

会
に
残
さ
れ
て
い
な
が
ら
何
一つ

語
る
こ
と
な
く
静
か
に
旅
立
た

れ
ま
し
た
。　

　

先
生
の
ひ
と
と
な
り
を
示
す

話
を
ご
披
露
し
ま
す
と
、先
生
が

あ
る
こ
と
に
お
悩
み
で
あ
る
こ
と

を
察
し
て
問
い
か
け
ま
す
と
、無

言
で
先
生
行
き
つ
け
の
串
カ
ツ
屋

へ
案
内
し
て
い
た
だ
き
、ご
馳
走
に

な
る
破
目
に
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
時
先
生
は
あ
え
て
話
の
核
心

に
触
れ
る
こ
と
な
く
店
主
と
の
や

り
と
り
に
終
始
さ
れ
、別
れ
際
に

ひ
と
こ
と「
あ
あ
、す
っ
と
し
た
」

と
だ
け
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

柳
に
風
、飄
々
と
笑
み
を
浮
か

べ
て
街
中
を
ひ
と
り
歩
く
先
生

に
ふ
と
出
合
い
そ
う
な
気
の
す
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

合
掌

井上敏治 先生（15班）井上慶子 先生（15班）

井
上
敏
治
先
生
を
偲
ぶ
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ゼ
ミ
ナ
ー
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開
催
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平
成
二
四
年
四
月
九
日（
月
）、

平
成
二
四
年
度
第
一
回
医
療
保

険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
歯
科
医
師
会

事
務
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
医
療
保
険
改
正
が

行
わ
れ
、
府
歯
に
お
い
て
も
医

療
保
険
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
府
歯
に
よ
る
講
習
会
が
行

わ
れ
て
間
も
な
い
時
期
で
は
あ

り
ま
す
が
、
施
設
基
準
の
提
出

時
期
も
迫
っ
て
お
り
、
府
歯
講

習
会
で
残
っ
て
し
ま
っ
た
疑
問

点
、
新
た
な
疑
問
点
等
を
確
認
、

検
討
す
る
た
め
に
、
急
遽
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
は
参
加
者
と
天
羽
先
生
を

中
心
と
す
る
医
療
保
険
部
員
に

よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

改
正
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
周

術
期
口
腔
機
能
管
理
料
や
、
在

宅
医
療
に
つ
い
て
は
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
さ
ら
に
個
々
の
先
生
方
が

日
頃
疑
問
を
感
じ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
点
に
つ
い
て
も
、
多
く
の

検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
高
麗

会
長
か
ら
は
、
医
療
保
険
部

に
対
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
算
定
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
会
員

へ
提
案
す
る
よ
う
に
と
指
示

が
出
さ
れ
、
次
回
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
開
催
時
に
そ
の
披
露
を

行
う
こ
と
を
約
束
し
、
盛
況

の
う
ち
に
第
一
回
医
療
保
険

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

医
療
保
険
に
対
す
る
疑
問

等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
次

回
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
検
討
課

題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
医
療
保
険
部
員
に
お
声

が
け
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
担
当
理
事
・
岡
田
修
二
記
）
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